
私たちは、常に法令や社内ポリシーを遵守し、

倫理観と誠実さをもって事業を行います。

Integrity
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贈収賄と腐敗行為の禁止

オリックスグループは、お客さま、政府関係者、またはその他の第三者に対する、直接的または間接的な賄賂、リベート、詐欺行為を含む腐敗行為を厳格に禁止

しています。事業や政府の意思決定に不適切な影響を及ぼす、またはそのような誤解を招く、不適切な金銭や「何らかの価値のあるもの」の授受を一切行っては

いけません。オリックスグループの利益、個人の利益、またはその他の理由にかかわらず、役職員があらゆる詐欺行為を行うことは禁じられています。

知識のポイント

✔✔ 取引の相手方が公務員であるか、民間の個人であるかに関係なく、直接または代理人などの第三者を介して行われる、ファシリテーション・ペイメントやリベートを含むあらゆる形態の贈収賄は、倫理に反し、
違法であり、オリックスグループの社内ポリシーに違反する行為となる。   

贈答品

接待

現金

ギフトカード

賄賂の例：

割引

家族または知人の雇用

慈善寄付 これらの行為は一部の国では一般的なビジネス慣行とされる
こともあるが、社内ポリシーではすべて禁止されている。

詳しくはこちら

腐敗行為防止ポリシー 

•	 賄賂とは、有利な取り扱いを得るために、他者に対して価値のあるものを提供する、または提供
を約束することを指す。

•	 ファシリテーション・ペイメントとは、賄賂の一種であり、一般的には行政手続きを円滑化、
または迅速化するための少額の金銭支払を指す。

•	 リベートとは、有利な取り扱いを得るために、個人的な報酬を授受することを指す。

•	 詐欺にはさまざまな行為が含まれるが、その核心は、利益を得るため、他者を不利益に陥れる
ための虚偽表示、誤解を招く行為、ごまかし、または情報の隠蔽である。

8オリックスグループ - 行動指針
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✔✔ オリックスは、日本および米国の上場企業であるため、日本法および米国の海外腐敗行為防止法
（FCPA）の適用を受ける。また、オリックスは英国でも事業を行っていることから、英国贈収賄禁
止法（UKBA）の適用を受ける。UKBAは、政府関係者のみならず、民間関係者への贈賄も禁止して
いる。UKBAおよび米国法では、収賄も刑事罰の対象となる。UKBAおよび米国法（FCPAを含む）
の禁止規定は、オリックスグループが事業を行うすべての地域に適用される。したがって、オリック
スグループの役職員は、いずれの国で事業を行う場合でも、UKBAやFCPA、ならびにその他の腐敗
防止法を厳守するよう細心の注意を払わなければならない。 

✔✔ 具体的な懸念事項

•	 ビジネスパートナー：オリックスグループは、多くの適用法令において、役職員のみならず、代
理人や第三者の行為についても責任を負う場合がある。これには腐敗行為、贈収賄、詐欺行為が
含まれる。

•	 贈答および接待：オリックスグループは、誰かの行動や決定に不正な影響を与える目的、また
はオリックスグループの役職員が不正な利益を得ることを目的とした贈答品や食事、接待の授
受を固く禁じている。贈答や接待の慣習は文化によって異なるが、すべての贈答や接待は、適
用法令を遵守し、オリックスグループの社内ポリシーに従い、そして現地の慣行に準拠してい
る必要がある。

•	 政治献金：オリックスグループは、役職員が個人として政治活動に参加する権利を尊重してい
る。しかし、政治活動に関する法律は複雑で、国ごとに異なり、違反に対して厳しい罰則が課さ
れることがある。オリックスグループは、法律が解釈や状況によって異なる場合があることを理
解した上で、これらの法律を遵守する重要性を深く認識している。多くの国では、オリックスグ
ループのような法人による政治献金が禁止されている点に留意が必要。

9オリックスグループ - 行動指針
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✔

 •

 

 •

✔

✔

 •

✔

 •

賄賂やリベートを含む不適切な金銭授受に誘引されな
いよう、常に警戒する。   

腐敗行為や賄賂のおそれがある事業に携わる場合、
特に政府関係者を含む公務員と接する場合には、細
心の注意を払う。  

政府と直接関わる際、または第三者を通じて関わ
る際は慎重に行動する。政府関係者には、国営ま
たは政府が支配する企業の役職員も含まれること
に留意が必要。

自らが利益を得る目的、他者に特定の行動を取らせる
目的、またはその他のいかなる目的でも、詐欺行為を
行ってはいけない。  

ビジネスパートナー：ビジネスパートナー、および代
理人の選定は、正当な事業上の必要に応じて行い、不
正な目的に基づいて選定してはいけない。当該パート
ナーや代理人に対して、オリックスグループの価値
観、および関連ポリシーの遵守を求めること。

第三者との契約にあたっては、適用法令を遵守し、
オリックスグループのブランドや社会的信用を損な
うことがない先を選別する。そのため、役職員はオ
リックスグループの委託先選定時のルール、および
その他のデューデリジェンスの要件を熟知すること
が求められる。

贈答品および接待：自身やオリックスグループの行動
に疑念を生じさせる、社会的信用を損なうおそれのあ
る、または賄賂とみなされる可能性のある贈答品、接
待、その他の便宜の授受はいかなるときも避けなけれ
ばならない。

贈答品、接待、その他の便宜の授受にあたっては、
承認または報告手続きを遵守すること。

“腐敗行為や賄賂のおそれがある
事業に携わる場合、
特に政府関係者を含む
公務員と接する場合には、
細心の注意を払う”

行動のポイント

10オリックスグループ - 行動指針
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政府関係者、お客さま、その家族または
友人に対する接待、旅行、宿泊、
その他の利益に関する、社会通念を
逸脱する過剰な要求。

あらゆる決定や有利な取り扱いの対価として
贈答品、仕事の確約、旅行の提供、
または慈善寄付の提供。

政府関係者やお客さまが関与する慈善団体や
組織への寄付の要求。

サービスに対して不相応に高額な手数料の
支払い。

取引の不正確、不完全な形での記録の要求。
適切な承認手続きの省略など、財務管理を
損ねる可能性のある承認や、支払いを
急がせる要求。

第三者からの虚偽、または水増しされた
請求書の受領、および承認。

禁止事項

 特定の行為の対価であること

 現金または現金等価物

 過剰な金額であること

 政府関係者に対するもので、
 社内ポリシーに定められた
 事前承認手続きを経ていないこと

必須要件

✔ 価格が適切であること

✔ 公然と行われ、第三者を通じて
 秘密裏に行われないこと
 
✔ 適用法令および社内ポリシーを
 遵守していること

贈答や接待の授受は、
以下の条件を
満たす必要がある

要注意！！

11オリックスグループ - 行動指針
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利益相反の禁止

個人の利益とオリックスグループの利益が相反する、または相反するとみなされることがあってはなりません。利益相反の回避を徹底してください。オリックス

グループにおける職務上の地位や資産を、個人の利益のために利用する行為は禁止されます。お客さまに対し受託者責任を負っている場合は、常にお客さまの利

益を第一に考え、オリックスグループの利益や個人の利益を、お客さまの利益に不当に優先させることがあってはなりません。

知識のポイント

✔✔ 利益相反は、利益、活動、個人的、または職務上の関係、あるいはその他の一連の状況が、オリック
スグループの利益と自己、または他者の利益の選択において、自身の公正かつ客観的な判断に影響す
る、または影響を及ぼすと思われる場合に生じる可能性がある。

✔✔ 利益相反となる、また利益相反とみなされるすべての状況を網羅することは困難だが、特に注意
が必要とされる典型的な分野は以下のとおり。

✔✔ これらの潜在的な利益相反は、私たち自身に限られるものではない。家族や近しい関係者も同様
に、利益相反となり得る状況を避ける必要がある。

✔✔ 利益相反は、オリックスグループの信用悪化、ビジネス上の損失、さらには当局の監視強化、訴訟
リスクの増大を引き起こす可能性がある。

個人的な関係
オリックスグループでの業務を通じて、家族、近しい関係者に対して
特別な便宜を図ること

事業機会
オリックスグループでの業務を通じて、知り得た機会の私的利用、
またはオリックスグループと競合する事業の開始

外部活動
オリックスグループにおける業務への支障をおよぼす兼業や他組織での活動

 金銭的利益
オリックスグループの取引先、または競合先への投資

行動のポイント

詳しくはこちら

利益相反防止ポリシー 

✔

✔

✔

✔

利益相反を警戒し、その兆候を見抜く力を身につける。

オリックスグループを代表して行動する際には、意思決定の客観性に疑義を生じさせる行動や関係
を控える。また自身の信頼性を損なう可能性のある行動や関係を回避する。

個人的利益のため、あるいは第三者の影響の下で、業務ならびに意思決定を行わない。

利益相反がある場合、または利益相反の疑いがある場合には、必ず上司等に報告し、適切な確認と
必要な対策を講じる。慎重に行動し、疑義がある場合は常に報告を行う。

12オリックスグループ - 行動指針
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知識のポイント

✔✔ マネー・ローンダリングとは、違法な手段（テロ行為、薬物取引、脱税、人身売買、贈収賄、詐欺
など）によって得た資金を、その出所を隠蔽したり、当局への報告義務を回避したり、脱税を行う
目的で、合法的な事業を通じて移転する行為。合法・違法を問わず、資金がテロ活動や大量破壊兵
器の拡散に用いられる可能性がある点も問題となる。　　　　　　　　　　　　　　　　

✔✔ 反社会的勢力とは、暴力、威力と詐欺的手法を駆使して経済的利益を追求する存在を指し、組織犯
罪、暴力団やテロ組織などを含む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

✔✔ オリックスグループは、事業を行うすべての国におけるマネー・ローンダリング、およびテロ資金
供与防止法令を遵守する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

✔✔ オリックスグループは、合法的な資金に基づき正当な事業を行う、信頼のおけるお客さま、ビジネ
スパートナー、投資家とのみ取引を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

✔✔ オリックスグループの各事業部門は、リスクベースの「顧客確認」手続きを実施しなければならな
い。また、各事業の適用法令および社内ポリシーに従い、不適切または疑わしい行為・取引を検
出、および防止するための措置を講じる必要がある。

詳しくはこちら

マネー・ローンダリング防止ポリシー 
反社会的勢力に対する基本方針 

マネー・ローンダリングの禁止

オリックスグループでは、違法行為によって得られた資金にかかる金銭取引、およびテロ活動または大量破壊兵器の拡散につながる金銭取引に、直接または間接

を問わず、関与することを禁じています。「反社会的勢力」に該当する団体、または個人との関係、活動、取引を厳格に禁止します。

13オリックスグループ - 行動指針
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行動のポイント

要注意！！ 「過剰な情報を求めると
取引が失われるおそれがあるため、
要件を一部緩和できないか」

「お客さまについては
十分に理解しており、
違法行為に関与することは
ないと考えられる」

「ビジネスパートナーが
小規模で経験が浅いため、
当社が求める情報提供は
困難である」

✔

✔

✔

✔

✔

各事業部門で適用されるマネー・ローンダリング、およびテロ資金供与防止法令を理解する。

事業に適用される「顧客確認」手続きを理解し、遵守する。

お客さま、ビジネスパートナー、および投資家との取引開始に際し、相手方に関する情報を
収集・理解し、その身元が確認されていること、当該事業活動が正当であること、および資
金が適法な出所から得られていることを合理的に確認する。

事業に適用されるマネー・ローンダリング、およびテロ資金供与防止法令の違反を警戒し、
違反の可能性がある場合は速やかに報告する。

反社会的勢力からの不当な要求、脅迫その他一切の接触行為を断固として拒絶し、それらに
対処するために必要な場合には、適切な法的措置を講じる。

14オリックスグループ - 行動指針
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知識のポイント

✔✔ オリックスグループが事業を行う各国の政府、および規制当局、ならびに国際連合などの国際機関
は、国家安全保障、外交政策、または経済目標の達成を目的として、特別の指定がある政府、団体、
個人、法人等に経済制裁を課すことがある。また、それらは域外適用される可能性もある。　　

✔✔ 直接または間接を問わず、経済制裁対象者（国、地域、政府、個人、法人、船舶、航空機を含む）が
関与する取引、および同対象者に関与することは規制対象となる。経済制裁対象者にかかる投資、証
券の保有、金融サービスを含む各種サービスの提供が禁止される場合もある。　　　　　　　　　　

✔✔ オリックスグループの各事業部門は、リスクベースの「顧客確認」手続きにおいて経済制裁対象者を
適切にスクリーニングすることが求められる。また、適用法令、規制、および社内ポリシーに従い、
対象となる活動を検出し、その回避措置を講じなければならない。

行動のポイント

経済制裁に関する規制は複雑であり、国によって異なり、
場合によっては矛盾することがあることを認識する。

経済制裁対象活動、および対象者との取引禁止

オリックスグループでは、事業を行うすべての国・地域における経済制裁規制の遵守を徹底します。オリックスグループの役職員は、直接または第三者経由の間

接を問わず、経済制裁規制の迂回行為を一切支援してはなりません。

✔

✔

事業を行う国・地域において適用される経済制裁に関する規制(輸出管理規制含む)を十分に理解し、
遵守するとともに、「顧客確認」手続きに、経済制裁のスクリーニングを組み込む。経済制裁に関す
る規制は複雑であり、国によって異なり、場合によっては矛盾することがあることを認識する。

事業に適用される経済制裁に関する規制違反を警戒し、違反の可能性がある場合は速やかに報
告する。

15オリックスグループ - 行動指針
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公正な競争

オリックスグループは、原理原則に基づいた公正かつ自由な競争の価値を重視しています。そのため、適用法令を遵守し、公正に事業活動を行います。

知識のポイント

✔✔ 不正競争および不公正な取引慣行を規制する法律は複雑であ
り、国ごとに異なる。これらの法令に違反すると、オリック
スグループおよび役職員に対して重大な影響を与える可能性
がある。

✔✔ 競争法は、競合企業間での反競争的協定を禁止しているほか、
支配的企業の行動を規制している。また、競争に影響を及ぼす
可能性のある合併、買収、またはその他の商取引上の契約につ
いては、事前審査または承認が必要となることがある。

行動のポイント

価格

コスト、利益、
利益率

取引条件

お客さま、
サプライヤー、
営業エリア、
製品

市場シェア  

入札 

流通方法 

生産・販売能力、
生産・販売量 

製品や
サービスの販売、
マーケティング、
開発戦略

✔

 •

 
 •

 •

 •

✔

✔

✔

オリックスグループの競合他社と以下の内容に関して合意また
は理解を形成することは、その形式を問わず、違法となる。

製品、サービスの価格設定

市場・お客さま・地域、
およびサプライヤーにかかるカルテル

他社の市場参入の阻止

入札談合

競争法に関する疑義や、提案を受けた場合の合法性の確認につ
いては、主管部門へ相談してください。

競合他社や業界に関する情報は合法的かつ倫理的に収集・利
用し、オリックスグループの各事業目標を達成するために活
用する。

パンフレット、広告、その他のコミュニケーション手段におい
て、競合他社、およびその製品・サービスに対する誹謗中傷を
行うことは控える。

✔ 業界関連の会議、セミナー、展示会等に参加する際には、競合
他社との間で以下の内容に関して情報交換または議論を行わな
いよう、細心の注意が必要。
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✔

 •

 

 •

 •

✔

✔

オリックス、オリックスグループの各社、またはその他の会社
に関するMNPIを保有している場合、以下の行動を取ることは
禁止される。

当該会社の証券の取引
（直接・間接を問わない購入、または売却）

他者に対する証券取引の依頼、勧誘、または助言

第三者へのMNPIの提供

保有する情報がMNPIに該当するか不明な場合は、主管部門に
相談し、適切な指示を受けてから行動する。

MNPIに該当する可能性のある情報を保有している場合、十分
な注意を払い、不適切とみなされる行動は一切控える。

詳しくはこちら

インサイダー取引防止ポリシー インサイダー取引の禁止

私たちは、業務を通じて、オリックスグループやお客さま、競合企業などその他の会社に関わる重要非公開情報（MNPI）を知る場合があります。MNPIを利用

して、オリックスグループ、または他の企業の証券の取引を行うことは、「インサイダー取引」と見なされ、社内ポリシーおよび米国、日本を含む多くの国々の

法令に違反する行為です。

知識のポイント

✔✔ MNPIとは、企業に関する情報であり、公表されることで、そ
の企業の証券価格に重大な影響を与える可能性がある、または
投資家のその証券に関する購入、売却、または保有の意思決定
に影響を及ぼす情報を指す。

✔✔ MNPIを第三者に提供し、情報受領者がその情報に基づいて証
券の売買を行うことは、インサイダー取引に該当する。情報提
供者、および情報受領者は、いずれも法的責任を問われ、起訴
の対象となる可能性がある。

✔✔ インサイダー取引に対する規制は、配偶者、パートナー、およ
び特定の家族にも適用される。

行動のポイント

財務情報

新製品、
およびサービス

主要役員の変更

MNPIの例：

行政機関による
調査

事業に関する
重要な取引

業務を通じて、オリックスが上場企業の
買収を検討していることを知りました。
あるパーティーでその情報を友人に話し、
買収の可能性を踏まえてオリックスの株式
を購入するように促しました。

この行動は違法ですか？

はい、この行為は違法です。
MNPIに関する規定は、あなただけでなく、
情報を提供された友人を含む第三者による証
券の売買にも適用されます。あなたの友人
が、提供されたMNPIを元に証券を売買した
場合、あなたと友人は共にインサイダー取
引で法的責任を問われる可能性があります。
友人がその情報を使用したかどうかに関わら
ず、MNPIを他者へ提供すること自体が違反
行為であることにも留意してください。

Q

A

ケーススタディ
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詳しくはこちら

IRポリシー 
税務に関する方針 
情報セキュリティポリシー 

知識のポイント

✔✔ オリックスグループのいかなるコミュニケーション、会計帳簿、記録またはその他の文書において、
重大な虚偽の記載、誤解を招く不正な記入、または重大な省略や誤表示を行うことは認められない。

✔✔ 私たち役職員は、業務の中で「記録および報告」を取り扱っている。

✔✔ オリックスは、日本および米国における上場企業であるため、オリックスグループは両国の情報開示
規制などを遵守する義務がある。オリックスグループ内での不正確な報告によって、オリックスが情
報開示規制などに違反する可能性があることを理解する必要がある。

行動のポイント

経費報告書

予算の見通し

当局への提出書類

会計帳簿

正確な記録、および報告

オリックスグループは、すべての記録、および報告に関し、正確性、透明性、および完全性を確保することに努めています。役職員は、職務の内容や職位に関わ

らず、オリックスグループの内部統制の基準を遵守する義務を負います。また、取引や資産を正確に反映させた記録および報告、特に財務・会計記録を維持し、

違反の可能性がある場合には報告する責任があります。

「 記録や報告」の例：

✔

✔

✔

✔

不正な記録作成、文書改ざん、または事実、取引、財務データの虚偽表示を行わないよう十分注意
し、報告においては常に誠実かつ透明性を持って行動する。オリックスグループを代表して作成
し、共有する情報の正確性については、社内での利用、社外での利用、人工知能などの新たな技術
を用いた開発のいずれにおいても、私たち一人一人が責任を負う。

政府への報告書や一般公開文書は、特に正確性、完全性、明確性、および適時性が求められること
を理解する。記録の正確な保持は、上場企業としての法的義務を果たす上で重要な要素である。
  
記録の維持、保管、廃棄に関する社内ポリシーを理解し、それに従って行動する。

疑義のある取引は、直ちに直属の上司、またはオリックスグループのホットライン通報窓口を通じ
て報告する。
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